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１．はじめに 

 福島第一原子力発電所では、震災当初は増え続ける 

汚染水を確実に貯留しなければならいないことから、 

短期間で設置可能なフランジ型タンク等を採用してい 

たが、その後、フランジ型タンクからの漏えい事象が 

発生した事から、より信頼性の高い溶接型タンクへの 

リプレースを行っている。 

フランジ型タンクの解体作業において、タンク内面 

に付着した放射性物質の飛散抑制を目的にフランジ型 

タンク解体前に内面にレーザーを照射し、放射性物質 

と防食塗装等を除去するレーザー除染を開発した。レ 

ーザー照射する装置は、被ばく低減を図るためにタン 

ク内に作業員が入らず無人でレーザー照射が行える専 

用装置を開発し使用した。（特許出願番号：2018-139336） 

本稿は、「福島第一原子力発電所 放射性物質で汚染 

されたフランジタンクの解体におけるレーザー除染工 

法の開発（その１）（その２）」(1)(2)で開発報告された 

続編としてレーザー除染技術における効率化について 

報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．レーザー照射時間の効率化 

レーザー照射は、照射→移動（回転）・待機（移動後は位置の微調整や慣性による振れが落ち着くまでの待

機時間で約 5 秒程度）を繰り返す。コールド試験（放射性物質で汚染されていない試験片）結果より照射ブロ

ック寸法を決めていたが、効率化のため実際のタンク内での機器の温度上昇監視、ヒュームの回収状況から最

適な照射ブロック寸法を見い出すことができ、タンク１基当たり施工サイクルを短縮することができた。 
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図－１ レーザーによる飛散抑制対策（除染） 
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写真－１ レーザー除染状況 

写真－２ 操作室内 写真－３ 除染前 写真－３ 除染後 
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３．集塵機のカイゼンによるフィルタ交換の効率化 

 フランジ型タンクのレーザー除染は発生するヒュー 

ムを集塵機で吸引し、フィルタで捕集している。しか 

し、発生するヒュームが大量でフィルタが短時間で飽 

和状態となるため、フィルタの延命化が課題となった。 

このことから、集塵サイクロンをフィルタの前段に設 

置し 10μｍ以上の粉塵を捕集できるように改良した。 

これにより、集塵機ＨＥＰＡフィルタの交換頻度が減 

り、施工サイクルを短縮することができた。 

４．フィルタ構成カイゼンによる効率化 

 集塵機で回収したヒュームはフィルタで捕集

する。フィルタを延命化し、フィルタ交換頻度を

低減される目的から集塵機の前段にフィルタボ

ックスを設け、ボックス内に５層、多段設置した。

また、フィルタの前後に差圧計を設けフィルタ交

換時期の管理を行った。 

しかし、以下の 2 点が課題となり、管理が難し

くなった。１点目は、多段に設置することで交換

対象のフィルタの特定が困難になったこと。２点

目はタンク内面状態により蒸散物量のバラツキ

がありため、1 台のフィルタボックスが飽和状態

に近づき集塵能力が低下すると空気の流れが変

化し、他の集塵フィルタに負担になることで急激

な差圧変動が発生したこと。 

 そこでボックス内のフィルタ層を５層から２層 

に変更した。変更したことで、交換対象フィルタ 

が明確になり。フィルタ総交換時間を低減させる 

ことができた。また、差圧変動も安定し、管理が 

容易になった。 

４．まとめ 

 本工法は、タンク内面の表面線量率を 7 割程度 

減少させ、タンク解体作業における被ばく線量を 

3 割程度減少する効果が実証できている。今回の 

効率化によりレーザー除染作業における被ばく線 

量は、６割低減することが実証できている。 今後、更なる効率化を目指し被ばく低減をしていき、福島第一

原子力発電所の廃炉作業に貢献したいと考える。 
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写真－４ 集塵サイクロンによる捕集状況 
（コールド試験） 

▼カイゼン後 

▼カイゼン前 

図－２ フィルタボックス内イメージ図 

写真－５ 差圧監視盤 
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